■山形美術館・月本主任学芸員会合報告
※赤字にて委員会見解を記載
平成２２年１２月
・本来、大原美術館で行っている“チルドレン・アート・ミュージアム”は、美術館の教育担当者や

美術館自体が主となって行っているプログラムであり、そもそも山形ＪＣが企画実施することに多少無理が生じるのでは？と感じている。
　　・毎年この企画を行わなければならないのは、山形ＪＣ側の理由としか考えられない。

⇒子供たちの感じる心や感じ合う心を育てる山形ＪＣひとづくり事業の根幹をなすものであり、故郷やまがたを魅力あるまちにしようと実施している事業であることをご理解していただきたい。
また、「山形美術館」というまちの宝箱があり、そこにはすばらしい芸術と文化が存在していることをより多くの皆様に知って頂くことが郷土愛の気づきに繋がると考えています。
今後、NPO法人団体等、外部にも参加して頂けるよう、積極的に声掛けをします。また、未就学児や小学生の保護者に対してナビゲーターの育成も行います。
・未就学児を対象にしなくてもいいのでは？

⇒本年は、未就学児だけではなく、小学生にも参加を呼びかけます。
・「やまがたミュージアム月間」（2010年は10月30日～11月28日）に合わせて、他の美術館や

博物館等に場所を移す、または、やまがたミュージアム月間を山形ＪＣ発で盛り上げる、というのも

一つの方法ではないか？

　⇒昨年の担当委員会が検証しております。ご参照下さい。
・前々回の実施時の保険額があまりにも低すぎた事も美術館として困惑した理由の一つ。
　⇒調べたところ、１回のプログラムで美術品損壊に対して10億円の保険をかけております。
・子供の人数に対して、きちんと管理できる体制が取られていないように見受けられる。現状、ナビゲーターに子供に対する美術館内の管理を任せるのに不安がある。
⇒ナビゲーター育成及び事前説明会を実施しマナーとルールの再確認をします。また、ナビゲーターだけでは補えない場合も想定してＪＣメンバーのフォローも徹底します。
・結局は、親がナビゲーターとなって美術館に足を運んで自分の子供に対してナビゲートできる、という

　のが一番理想的なのではないか？

⇒未就学児や小学生の保護者に対してナビゲーターの育成も行います。
